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2 1   はじめに

1 はじめに

商標やマニュアルの表記については、『コピー操作ガイド』を参照してください。

ご注意
 本機の上に重い物を置いたり、飲み物を置いたりしないでください。
 指定の用紙以外の持ち込み用紙は、故障の原因となりますので、使用しないでください。
 本書は、Coin Cashierが接続されていることを前提に記載しています。決済オプションは、機械を購入
するときに選択できます。

 本商品は、適格請求書等保存方式（インボイス制度）において、適格請求書の交付義務が免除される「自
動販売機特例」に対応しています。そのため、お支払いの合計金額が30,000円未満の場合に、各機能を
ご利用いただけます。合計金額が30,000円以上となる場合は、原稿の枚数を減らすなどして、合計金額
を30,000円未満にしてください。

 このマニュアルの編集、変更、または無断で転載はしないでください。
 このマニュアルに記載されている内容は、将来予告なしに変更されることがあります。
 このマニュアルに記載されている画面やイラストは一例です。ご使用の機種やソフトウェア、OSのバー
ジョンによって異なることがあります。
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2 USBスキャン
2.1 USB スキャンしたデータを保存する

99 枚までの原稿を白黒、フルカラーどちらでもスキャンできます。スキャンしたデータはUSBメモリーに
保存します。
保存形式は、PDF、JPEG、DocuWorks、TIFF です。

注記
 事前にUSBメモリー内のデータのバックアップを必ずお取りください。
 USBメモリーをセットした後は、案内があるまで、絶対にUSBメモリーを抜かないでください。
 書き込みができない状態のUSBメモリーは、ご使用になれません。
 十分な空き容量のあるUSBメモリーを使ってください。

1. ［USB スキャン］を押します。

2. 説明を読み、［同意する］を押します。

3. USBメモリーをセットして、［確認］を押します。
［USBメモリー確認］画面が表示されます。

注記
USBメモリーはデータの保存が終了するまで抜かないでください。
USBメモリー内のデータが破損する場合があります。

補足
USBメモリーによっては読み込みに時間がかかることがあります。

ファイル形式 使用目的 保存方法
PDF 文書向き 複数枚を1つのファイルに保存します。
JPEG 画像/ 写真向き 1枚を1つのファイルに保存します。
DocuWorks 文書向き 複数枚を1つのファイルに保存します。
TIFF 画像/ 写真向き 1枚を1つのファイルに保存します。
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4. 十分な空き容量があることを確認して［次へ］を押します。
補足
USBメモリーを交換するときは［終了］を押します。

5. ［カラーモード］を選択し、［次へ］を押します。

6. ［原稿サイズ］［原稿の向き］［両面読み取り］を選択し、［次へ］
を押します。

7. 原稿をよこ向きに置きます。
原稿をセットする場合、よこ向き（原稿ガラスの左辺）にして、
原稿ガラスにおいてください。

参照
自動両面原稿送り装置を使用する場合は『自動両面原稿送り装置
に原稿をセットする』を参照してください。

8. ［ファイル保存形式］を選択し、［次へ］を押します。
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9. 設定内容を確認します。
［原稿の画質］［解像度］［中消し］［白紙スキップ］を変更する場合

1)［原稿の画質 / 解像度 / 中消し / 白紙スキップ］を押します。

2)［原稿の画質］［解像度］［中消し］［白紙スキップ］を設定
し、［決定］を押します。

10.［原稿読み込みスタート］を押します。

11.保存内容を確認し、［保存］を押します。
補足
 読み取る原稿が複数ページある場合は［原稿追加］を押します。
 スキャンしたデータを確認する場合はサムネイルを押します。
［プレビュー］の操作については「プレビューを確認する」 (P.8)
を参照してください。

12.画面に表示されている金額を確認し、現金を投入口に入れます。
参照
現金以外でお支払いの場合は「支払い方法を変更する」 (P.6)を参
照してください。

13.［保存スタート］を押します。
補足
［保存スタート］を押したあとに、スキャンを中止する場合は、操作画面の［中止］を押してください。
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14.［終了］を押します。
補足
領収書を発行する場合は［プリントする］を押します。

15.忘れものがないかを確認し、［メニューへ戻る］を押します。

2.2 支払い方法を変更する
補足
 本機で、電子マネーカードのチャージはできません。
 1回の操作で、異なる決済方法の併用はできません。
 操作中の電子マネーカードの入れ替えはできません。
 現金と電子マネーで金額が異なる場合は、原稿読み込み後に支払い方法を変更できません。

電子マネーカードでお支払いの場合
1. ［支払い方法の変更］を押します。
2. ［ICカード］を押し、［決定］を押します。

3. IC Card Cashierに電子マネーカードをセットします。
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交通系電子マネーでお支払いの場合
1. ［支払い方法の変更］を押します。
2. ［交通系IC］を押し、［決定］を押します。

3. ［交通系IC決済へ］を押します。
4. 電子マネー決済装置の画面で交通系ICを選択します。
5. 交通系電子マネーカードを音が鳴るまで画面にタッチします。

QRコード決済でお支払いの場合
1. ［お支払方法の変更］を押します。
2. ［PayPay］を押し、［決定］を押します。

3. ［QRコード決済へ］を押します。
4. QRコード決済アプリで支払処理をします。
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2.3 プレビューを確認する
スキャンしたデータを確認する場合は、［プレビュー (xページ)］に表示されているデータ一覧から、確認
するデータの左下に表示されている を押します。
プレビューを押すと次の操作ができます。

ドラッグ
タッチパネルディスプレイに軽く触れたまま指を移動させ、目的の位置まで移動したら指を離す操作です。
目的の項目を表示させるときなどに使用します。

フリック
タッチパネルディスプレイをはらうように指を動かす操作です。ページを送るときなどに使用します。

ピンチイン/ピンチアウト
2本の指で画面をつまむように動かして縮小する操作（ピンチイン）と2本の指で画面を広げるように動か
して拡大する操作（ピンチアウト）です。プレビュー画像を拡大/縮小表示するときなどに使用します。

［回転］
ファイル保存形式が［PDF］［XDW］の場合は、90°単位で回転できます。［回転］押すたびに画像が右に
90°回転します。
2本の指で画面を右回転させるようにしても、右に90°回転させることができます。
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